
早稲田大学教育学研究科

修士課程入試問題の訂正内容

く2022年度一般入試＞

【国語教育専攻専門科目・共通】
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（誤）

～「かまへて、その日はさはりあらせじ」・・・

（正）

～「かまへて、その日立さはりあらせじ」・・・

以上
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四． 三
．

． 
問
題
用
紙
は

7

十
一
枚
」

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
一
般
入
学
試
験
問
題

〔
専
門
科
目
〕

【
国
語
教
育
専
攻
】

解
答
上
の
注
意

一

国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

①
「
専
門
科
目
・

選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導

・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ

き
問
題
」

（
選
択
一

＼
選
択
七
）
を
解
答
し
な
さ

い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該
解
答

は
「

0
点
」
と
な
り
ま
す
。

す。

②

r
専
門
科
目
・
共
通
」
（
共
通
一
＼
共
通
二
）
は
、
志
願
者
全
員
が
解
答
す
る
問
題
で

に
つ
い
て
は
、

「
専
門
科
目
・
選
択
」
「
専
門
科
目
・
共
通
」
と
も
に
、
解
答
用
紙
は
「
問
題
番
号
」
ご
と
に

一
枚
ず
つ
使
用
す
る
こ
と
。

・
全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号

・
氏
名
・
研
究
指
導
名
・
指
導
教
員
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

・
「
専
門
科
目
・
選
択
」
に
つ
い
て
は
、
空
欄
に

「問
題
番
号

J

(
例
「
選
択
一
」
「
選
択
二
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る
こ

と
「
専
門
科
目
・
共
通
」

解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、

「
共
通

一
」

は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

（
本
ペ
ー
ジ
含
む
）
、
解
答
用
紙
は
二
二
枚
J

で
す
。
必
ず
枚
数
を
確
認
す
る
こ
と
。

「
共
通
二
」
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
解
答
用
紙
を
用
い
る
こ
と

C

以上
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[
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点

60
%
）
と

〔専
門
科
目

・
共
通
〕

（
配
点

40
%
）
と

ー
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二
、
次
の

I
S

N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
解
説
し
な
さ
い
。

芦
田
・
友
納
論
争
に
お
け
る
「
随
意
選
題
」

探
究
的
な
学
習
と
言
語
能
力
の
育
成

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル

・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
批
判
的
思
考

時
枝
誠
記
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

大
村
は
ま
国
語
単
元
学
習
に
お
け
る
「
学
習
の
手
引
き
」

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
と
そ
の
在
り
方

三
、
「
A

話
す
こ
と
。
聞
く
こ
と
」
に
お
け
る
「
話
し
合
い
」
の
指
導
と
、
「
C
読
む
こ
と
」
に
お

け
る
「
話
し
合
い
」
や
他
教
科
に
お
け
る
「
話
し
合
い
」
と
の
違
い
、
及
び
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
、

①
国
語
科
に
お
け
る
系
統
的
な
指
導
の
観
点

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

以
上
の
二
観
点
か
ら
、
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。

A

「
イ
エ
ス
シ
」
読
本

C

雑
誌
『
綴
方
生
活
』

E

学
力
の
三
要
素

G

知
徳
ノ
啓
発

H F D B  

一
、
次
の

A
S
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

セ
ン
テ
ン
ス
メ
ソ
ッ
ド

一
読
総
合
法

．

G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

の
機
能

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

選
択

し

国
語
教
育

『--苫

専
門
科

e

選
択
t 

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

士
課
程

二
0
二
ニ
年
度

稲
田
大
学
大
学

一
般
◎
外
国
学
生
入
学
試
験
問

教
育
学

科

` -/‘ 
7---



ON M  
二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
◎
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
こ
選
択
〖
国
語
教
育
専
攻
〗
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〔
選
択
二
〕

一

次

の

A
¥
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。
（
解
答
の
際
に
は
、

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

異
形
態

心
理
言
語
学

パ
ラ
言
語

方
言
周
圏
論

二

次

の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

サ
イ
レ
ン
ト
ウ
ェ
イ

『
て
に
を
は
紐
鏡
』

和
文
特
有
語
と
訓
読
特
有
語

ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス

具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。
（
解
答
の
際
に
は
、

係
り
結
び
の
機
能
と
そ
の
崩
壊

日
本
語
の
テ
ン
ス
と
ア
ス
ベ
ク
ト
の
関
係
性

文
章
分
析
と
談
話
分
析
の
研
究
方
法
・
研
究
目
的
の
違
い

三
日
本
語
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
。
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
具

体
例
を
交
え
な
が
ら
、
学
問
領
域
・
研
究
対
象
・
研
究
方
法

・
研
究
の
意
義
・
研
究
の
応

用
可
能
性
等
に
つ
い
て
多
角
的
に
述
べ
な
さ
い
。

A

ヴ
ォ
イ
ス

D

音
節
と
拍

G

終
助
詞

J

大
槻
文
彦

KHEB  

L I F C 

日
本
語
学

修
土
課
程

I I 



三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
と
、
志
願
者
自
身
の
研
究
方
針
、
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）
述
べ
な
さ
い
。

(
E
)
稲
羽
の
素
兎

(
I
)
風
土
記
逸
文

(
F
)
出
雲
国
造
神
賀
詞

(
J
)
歌
垣
歌

(
K
)

(
G
)
柿
本
人
麻
呂

持
統
天
皇

(
H
)
『
万
葉
集
』
巻
八

〔
選
択
三
〕

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

古
典
文
学

(
I
)

(
A
)
『
古
事
記
』
の
三
巻
構
成

(
B
)
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
構
成

(
C
)
常
陸
国
司
解

(
D
)
万
葉
第
三
期

。
外
国
学
生
入
学
試
験

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の

(
A
)
5
(
D
)
の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

二
、
次
の

(
E
)
S
(
K
)
の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
以
内
）
説
明
し
な

さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

（
上
代
文
学
問
題
以
上
）

[
専
門
科
目
◎

択
9,  q 

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

修
土
課
哩



三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ

3

一
、
次
の

(
A
)
＼

(
D
)

の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(
A
)
『
伊
勢
物
語
』
と
和
歌

(
B
)
『
蜻
蛉
日
記
』
の
特
質

(
C
)
『
源
氏
物
語
』
の
受
容

(
D
)
和
歌
と
物
語

二
、
次
の
(
E
)
5
(
M
)
の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
っ

(
E
)
『
竹
取
物
語
』

(
F
)
『
古
今
和
歌
集
』

(
G
)
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』

(
H
)
『
平
中
物
語
』

(
I
)
『
和
泉
式
部
日
記
』

(
J
)

『
更
級
日
記
』

(
k
)
藤
原
定
子

(
L
)
物
語
文
学
の
語
り

(
M
)
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
召
人

r- i――--i 

選

択

四

‘-～J 

門
科
目
◎

択
9 月

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

修
土

二
0
二
ニ
年
度
早
稲

大
学
大
学
院
教
育
学
研

R
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

古
典
文
学

(Il)

中
古
文
学

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。



⑩ ⑨
 

正

徹

物

語

続

後

撰

和

歌

集

⑧
 

千

五

百

番

歌

合

⑦
源
家
長
巳
．
字
・

i

}

⑥
 

定

家

八

代

抄

⑤
 

古

事

談

④
 

吾

妻

鏡

③
 

義

経

記

②
 

方

丈

記

①

承

久

記

~
 

次
の
①
’
)
⑩
の
・
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
、

⑧

伝

本

研

究

の

意

義

に

つ

い

て

簡

潔

に

説

明

し

な

さ

い

。

⑦

鎌

倉

時

代

物

語

と

日

記

文

学

の

関

係

に

つ

い

て

⑥

中

世

に

お

け

る

題

詠

歌

と

贈

答

歌

に

つ

い

て

⑤

宮

廷

女

房

の

役

割

機

能

と

文

学

形

成

に

つ

い

て

④
 

『
今
昔
物
語
集
』

の

特

質

と

文

学

史

的

位

置

づ

け

に

つ

い

て

③
 

『
将
門
記
』
『
陸
奥
話
記
』

の

時

質

と

文

学

史

的

位

置

づ

け

に

つ

い

て

②

琵

琶

法

師

の

平

家

語

り

に

つ

い

て

①
 

『
平
家
物
語
』

に

見

ら

れ

る

仏

教

思

想

に

つ

い

て

次
の
①
'
)
⑧
の

中

か

ら

二

題

を

選

択

し

て

、

詳

し

く

詮

述

し

な

さ

い

C

〔
選
択
五
〕

古

典

文

学

（
皿
）

択

ー

＇

，

ー

i'’,'s"RL1
99.1
i
'

,

4
"11

1
:

,

1

,

1

I

i ii 

修
土
課
程

9 1 

中

世

文

学

‘

i
_
t
i

-

【
国
語
教
育
専
攻
〗

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題



(
J
)
魯
迅
「
狂
人
日
記
」

(
G
)

「
詩
中
有
画
」

(
H
)

三
言
二
拍

(
I
)
空
海

(
D
)
『
澄
浪
詩
話
』

(
E
)
江
西
詩
派

(
F
)
『
和
漢
朗
詠
集
』

(
A
)
詩
の
六
義

(
B
)
許
慎

(
C
)
「高
唐
賦
」

イ ァ

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

欧
陽
脩
「
秋
声
賦
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

畝
陽
子
方
液
頸
書
、
聞
雀
噂
耳
自
ー
一
西
南
灰
裏
。
慄
然
而
聴

vZ
日、

以

藷

颯

、

忽

奔

騰

而

秤

拝

、

如

波

濤

夜

驚

、

風

雨

課

至

一

其

鱗

於

物

也

、

縦

鍍

鉾
鉾
、①

ー

金
鐵
皆
鳴
、
又

JO赴
初
之
兵
、
衡
牧
疾
走
、
不
如
翌
荒
令
ー
、

但
潤
仄
馬
之
行
撃
」
。
予

「
此
何
臀
也
。
汝
出
視
之
」
。
童
子
曰
、

「
星
月
餃
潔
、
明
河
在
天
。

臀
在
樹
間
」
。

〔
設
問
こ
傍
線
①
「
予
謂
：
．．．．
 

末
哉
」
を
、
書
き
下
し
文
に
す
る
か
、

で
書
く
か
、
い
ず
れ
か
ー
つ
を
選
ん
で
答
え
よ
。

〔
設
問
二

j

傍
線
②
「
故
其
：
．．．． 
餘
烈
」
を
和
訳
せ
よ
。

〔
設
問
三
〕
作
者
欧
陽
脩
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
記
せ
。

□
次
の
ア
＼
オ
の
中
か
ら
―
つ
を
選
択
し
、

を
記
し
な
さ
い
。

「文
言
」
と
「
白
話
」

□
次
の

(
A
)
S
(
J
)

に
説
明
し
な
さ
い
。

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、

の
小
説
史
的
展
開
に
つ

い
て

「
新
楽
府
」
と

「古
文
復
興
」
に
つ
い
て

ウ
中
国
文
学
と
政
治
の
関
わ
り
に
つ
い
て

工

日
中
比
較
文
学
の
題
材
と
方
法
に
つ
い

て

オ
漢
文
教
育
に
お
け
る
「
日
本
漢
文
」

の
意
味
に
つ
い
て

、、

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、

現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
ピ
ン
イ
ン
）

説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

罹
敗
零
落
者
、

乃
其

一
氣
之
餘
烈。

草
緑
網
而
季
茂
、

佳
木
葱
籠
而
可
悦
、

草
彿
之
而
色
妻
、

木
遭
之
而
葉
脱
。

其

所

以

人

肌

骨
一。

其
意
蓋
條
、

山
川
寂
蓼
゜

凄
凄
切
切
、

呼

琥

憤

検
、

秋
之
総
昴
歌
也
、

其

色

惨

漁

、

煙
霧
雲
敏
゜

②
ー故

其
総
聾
也
、

其
容
清
明
、

天
高
日
晶
。

其
氣
慄
冽
、

豊I貶
二

人
臀、

予
日
、

「
暗
嗜
、

悲
哉
、

此
秋
聾
也
。

胡
為
而
束
哉
」
。

謂
童
子
、

「
異
哉
。

口
〔
選
択
六
]

中
国
古
典
文
学

問
題

L

専
門
科
目
。
選
択

0

"

：

1

,
1

,

＇

•

9
,

'
1

—
"
"
，

t

・ヽ

¢
ー
1
,
1
9
.＇

-
―
―
―
ー

'
"
t

ーマ

1 , 9 

【
国
語
教
育
専
攻
〗

修
土
課
程

蓋
夫

四
無

初
浙
漉

f• 一

f / 



(
A
)
「
不
如
帰
」

(
E
)
菊
池
寛

[
選
択
七
]
近
代
文
学

日
本
近
代
文
学
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

二

次

の

(
A
)
S
(
E
)
の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
℃
論
じ
な
さ
い
。

(
A
)
深
刻
小
説
に
つ
い
て

(
B
)
自
然
主
義
文
学
に
つ
い
て

(
C
)
関
東
大
震
災
と
文
学
に
つ
い
て

(
D
)
転
向
文
学
に
つ
い
て

(
E
)
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
検
閲
と
言
論
統
制
に
つ
い
て

次
の

(
A
)
S
(
G
)
の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

(
「
」
は
作
品
名
、
『
』
は
雑
誌
名
を
示
す
）

(
C
)
『
明
星
』

(
D
)
『
白
樺
』

(
G
)
「
堕
落
論
」

(
B
)
泉
鏡
花

(
F
)
吉
屋
信
子

『

門
稿
目
R

L 

〖
国
語
育
専
攻
〗

二
0
二
ニ
年

゜

学
生
入
学
詞

早
稲
田
大

大
学
院
教
育
学



鯵釦｀

「
ぼ
く
は
、

タ
ヌ
キ
で
す
」
と
、
唐
突
に
口
走
る
人
間
が
、

こ
の
人
は
何
を
言
っ
て
い
る
と
考
え
る
で
し
ょ
う
か
。

自
己
紹
介
の
一
種
？

何
か
の
妄
想
に
駆
ら
れ
た
者
の
常
軌
を
逸
し
た
発
言
？

こ
の
言
葉
は
、
あ
る
会
話
の
一
部
で
し
た
。

「
ぼ
く
は
、

「
私
は
、

タ
ヌ
キ
で
す
」

キ
ッ
ネ
」

「
ぼ
く
は
、

モ
リ
だ
」

こ
れ
は
ど
ん
な
会
話
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
何
か
の
告
白
？
あ
る
い
は
、
自
分
を
何
か
に
喩
え
て
い

る
？
そ
れ
と
も
、
学
芸
会
の
役
決
め
？
（
そ
れ
に
し
て
も
、
森
の
役
と
は
、
ち
ょ
っ
と
哀
れ
を
催
し
ま
す
）

ど
れ
も
、
も
う
ひ
と
つ
し
つ
く
り
と
こ
な
い
解
釈
で
す
。

ヒ
ン
ト
。
こ
れ
は
、
特
別
の
人
が
特
別
の
場
所
で
交
わ
す
会
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
中
い
た
る
と
こ
ろ

で
、
あ
る
時
間
に
な
る
と
交
わ
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
う
、
こ
れ
は
蕎
麦
屋
で
の
会
話
で
す
。
つ
ま
り
、
蕎
麦

の
注
文
を
し
て
い
る
。
き
つ
ね
蕎
麦
、
た
ぬ
き
蕎
麦
、
も
り
蕎
麦
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
会
話
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
三
人
の
会
話
の
意
味
を
考
え

る
こ
と
が
、
実
は
文
学
作
品
を
読
み
解
く
こ
と
に
直
接
結
び
付
く
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

相
手
の
話
の
内
容
、
あ
る
い
は
文
章
の
意
味
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
語
の
意
味
を
把
握

す
る
以
上
に
重
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
文
章
や
会
話
を
成
立
さ
せ
て
い
る
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト

11
文
脈
」
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
会
話
や
文
章
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
知
ら
な
い
も
の
が
な
く
て
も
、
こ

の
コ
ン
テ
ク
ス
ド
の
共
有
が
成
り
立
っ
て
い
な
い
と
、
文
章
や
会
話
の
意
味
が
ま
る
で
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
実
際
、
右
で
挙
げ
た
会
話
で
使
わ
れ
た
単
語
で
、
読
者
の
み
な
さ
ん
が
意
味
を

知
ら
な
い
も
の
は
ひ
と
つ
と
し
て
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
会
話
の
意
味
を
ス
ム
ー
ズ

に
理
解
で
き
な
か
っ
た
方
は
か
な
り
い
た
は
ず
で
す
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
多
く
の
場
合
、
文
章
や
会
話
で
示
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ

少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
蕎
麦
屋
に
入
っ
て
、
キ
ツ
ネ
だ
、
タ
ヌ
キ
だ
、
モ
リ
だ
と
注
文
す
る
と
き
、
い
ち

い
ち
こ
こ
は
蕎
麦
屋
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
な
ど
し
な
い
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
今
は
ど
う
い
う
状
況
で
、
ど
こ
に
い
る
か
な
ど
、
逐
一
明
示
し
て
か
ら
会

話
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
年
前
か
ら
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
空
気
読
め
よ
」
と
い
っ
た

表
現
は
、
こ
の
明
示
さ
れ
な
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

会
話
と
同
様
に
文
章
も
ま
た
、
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
抜
き
に
は
語
れ
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
文
学
作
品

に
つ
い
て
語
る
と
は
、
結
局
、
そ
の
作
品
（
テ
ク
ス
ト
）
を
特
定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
結
び
つ
け
て
語
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。
文
学
に
お
け
る
特
定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
は
、
た
と
え
ば
精
神
分
析
学
的
視
点
で
あ
り
、

あ
る
い
は
社
会
学
的
視
点
、
さ
ら
に
は
記
号
論
的
視
点
な
ど
の
こ
と
で
す
。
同
じ
作
品
で
も
、
精
神
分
析
学
的

視
点
で
読
ん
だ
と
き
と
社
会
学
的
視
点
で
読
ん
だ
と
き
と
で
は
、
当
然
そ
の
解
釈
は
違
っ
て
き
ま
す
。

文
学
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
人
は
、
自
分
な
り
に
作
品
の
背
景
と
し
て
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
設
定
し
、
そ
れ

に
作
品
を
関
連
づ
け
て
語
る
の
で
す
。
そ
の
解
釈
が
説
得
的
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
作
品
と
コ
ン
テ
ク

ス
ト
が
な
め
ら
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
作
品
に
つ
い
て
の
新
し
い
〈
読
み
〉
と
は
、
今
ま

で
に
な
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
も
と
で
作
品
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

次

の

文

章

は

千

葉

こ

れ

を

読

ん

で

、

あ

と

の

問

い

（
次
ペ

あ
な
た
の
眼
前
に
い
ま
す
。

さ
て
、

あ
な
た
は
、

そ
の
会
話
を
再
現
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ー
ジ
）

幹

『
コ

ン

テ

ク

ス

ト

の

読

み

方

』

共

通

に皿五tl

『

専
門
科
目

。
共

L 

(
N
エ
T
出
版
、

に

答

え

な

さ

い

。

二

0

ニ

年
）

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

士
課
程

入
学
試
験
問
題

-0-
＇ 

一
年
度
早
稲
田
大
学
大
学

育
学
研
究

の

節

で

す

。



生

徒

の

で

考

え

て

例

示

し

、

述
べ
な
さ
い
。

そ

の

例

に

則

し

て

、

ン

テ

ク

ス

ト

に

つ

「
ま
ち
が

っ
た
」

答

え

が

コ

ン

テ

ク

ス

ト

を

変

え

れ

ば

教

育

に

お

け

る

コ

【
問
い
〗

し
た
が
っ
て
、
文
学
作
品
に
つ
い
て
語
る
に
は
、
ま
ず
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
設
定
の
仕
方
を
知
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
設
定
に
関
す
る
多
く
の
方
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
作
品
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
読
み
方
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
斬
新
な
視
点
で
作
品
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
設
定
は
、
な
に
も
文
学
に
つ
い
て
語
る
場
合
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
る
事
件
、
事
象
に
つ
い
て
説
明
す
る
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
な
ん
ら
か
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
設
定

し
て
語
り
ま
す
。
そ
の
際
、
そ
の
設
定
の
仕
方
が
巧
妙
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
説
明
は
説
得
力
を
持
つ
の

で
す
。

r-＝ 

専
門
科
目
R 

共

し

「
正
し
い
」

答

え

に

な

る

例

を

自

分

い

て

考

え

る

と

こ

ろ

を

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

土
課
程

入
学
試
験
問

KO-
9 9 9 ~’ 

9 9 

一年
度

早

稲

大
学
大
学
院
教

学
研
究
科

c
 

/
)
 



問
五

問
三

問
四

問 問 』 1

ホ ニハ ロ イ

B
 

c
 

【
共
通
二
】

-
0
ニ―

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
入
学
試
験
問
題

次
の
文
章
は
『
十
訓
抄
』
「
第
七
」
の

一
節
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

世
の
常
に
あ
る
人
の
、
い
み
じ
く
手
づ
つ
に
、
心
づ
き
な
く
見
ゆ
る
は
、
不
覚
に
思
慮
な
き
も
の
を
、
人

前
に
取
り
出
づ
る
こ
と
は
、
こ
と
か
く
と
も
す

(

A

)

こ
と
ぞ
か
し
。
さ
し
あ
た
り
て
、
人
な
き
時
は
、

よ
く
よ
く
教
へ
い
ま
し
め
て
、
あ
る

(

B

)
や
う
、
い
ひ
知
ら
せ
て
、
取
り
出
だ
せ
る
に
、
そ
の
う
へ
、

な
ほ
過
ち
を
も
、
ひ
が
ご
と
を
も
ー
し
出
づ
る
は
、
「
さ
思
ひ
つ
る
こ
と
」
と
て
、
い
ひ
が
ひ
な
け
れ
ば
、
さ

て
こ
そ
あ
れ
、
そ
れ
を
う
ち
に
て
は
、
い
ひ
も
教
へ
お
か
で
、
人
前
に
て
声
を
立
て
て
、
さ
い
な
み
腹
立
つ

こ
そ
、
人
目
見
苦
し
く
、
す
べ
て
、
そ
の
日
の
こ
と
も
さ
む
る
心
地
す
れ
。
そ
れ
に
従
者
も
あ
ひ
そ
へ
て
、

つ
き
づ
き
し
く
N
5べ
い
じ
め
、
あ
っ
か
ひ
を
る
こ
と
、
主
に
劣
ら
ず
に
く
け
れ
。
「
客
人
の
前
に
は
、
犬
を

だ
に
も
い
さ
か
ふ
ま
じ
」
と
こ
そ
、

文
に
も
見
え
た
れ
。
ま
し
て
人
を
勘
当
し
、
興
を
3

さ
ま
さ
む
こ
と
、

あ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
か
や
う
の
こ
と
を
見
る
に
は
、
よ
そ
に
て
も
汗
あ
ふ
る
こ
と
多
か
り
。
人
々
寄
り
合

ひ
て
、
さ
る
べ
き
遊
び
な
ど
せ
む
に
は
、
た
と
ひ
身
に
と
り
て
、
や
す
か
ら
ず
、
く
ち
を
し
き
こ
と
に
あ
ひ

た
り
と
も
、

4

か
ま
へ
て
、
そ
の
日
の
さ
は
り
あ
ら
せ
じ
と
は
か
ら
ふ
べ
き
な
り
。
「
そ
の
人
の
あ
り
て
、
し

か
し
か
の
折
、
こ
と
さ
め
に
き
」
と
い
は
る
る
、
く
ち
を
し
き
こ
と
な
り
。
し
か
れ
ば
、
行
か
ぬ
さ
き
よ
り

は
か
ら
ひ
、
悪
し
か
る
べ
き
所
へ
は
、
さ
し
出
で
ぬ
に
は
し
か

(

C

)
。
も
し
、
悪
し
く
は
か
ら
ひ
て
、

ま
じ
り
居
な
む
の
ち
は
、
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ぬ
身
の
、
い
た
づ
ら
に
な
る
べ
き
ほ
ど
の
疵
な
る
べ
く
は
、

5

こ

と
な
き
さ
ま
に
い
ひ
な
し
、
た
は
ぶ
れ
に
も
て
な
し
て
、
お
と
な
し
か
る
べ
き
な
り
。
い
は
む
や
、
わ
が
使

は
む
人
の
、
あ
や
し
か
ら
む
た
め
に
、
い
ま
せ
せ
が
み
、
さ
い
な
む
こ
と
、
い
と
ど
見
苦
し
か
る
べ
し
。

※

W
E
B
掲
載
に
際
し
、
以
下
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
51
「
十
訓
抄
」
に
よ
る

(

A

)
、

（

）

、
（
）
に
は
、
助
動
詞
「
べ
し
」
、
「
ま
じ
」
、
「
じ
」

入
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
入
る
語
を
適
切
に
活
用
さ
せ
て
答
え
な
さ
い
。

傍
線
部
1
「
し
出
づ
る
」
、
傍
線
部
2
「
の
べ
し
じ
め
」
、
傍
線
部
3
「
さ
ま
さ
む
」
の
主
語
は
誰
か
。

次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
符
号
で
答
え
な
さ
い
。

イ

主

口

客

ハ

不

覚

に

思

慮

な

き

も

の

二

従

者

ホ

語

り

手

傍
線
部
4

「
か
ま
へ
て
、
そ
の
日
は
さ
は
り
あ
ら
せ
じ
」
を
解
釈
し
な
さ
い
。

傍
線
部
5
「
こ
と
な
き
さ
ま
に
い
ひ
な
し
、
た
は
ぶ
れ
に
も
て
な
し
て
、
お
と
な
し
か
る
べ
き
な
り
」

を
解
釈
し
な
さ
い
。

『
十
訓
抄
』
は
、
十
の
教
訓
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
話
を
集
め
た
説
話
集
で
あ
る
。
本

文
は
「
第
七
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
第
七
」
の
教
訓
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
符
号
で
答

え
な
さ
い
。朋

友
を
撰
ぶ
べ
き
事

忠
直
を
存
ず
べ
き
事

懇
望
を
停
む
べ
き
事

思
慮
を
専
ら
に
す
べ
き
事

人
に
恵
み
を
施
す
べ
き
事

専
門
科
目
e

共
通
1 ~ ~ ’~ 

の
い
ず
れ
か
が

// 

【
国
語
教
育
専
攻
〗

修
土
課
程

一年
度
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